





























































動詞presentが現れる with一前置詞構文は1300年前後から英語において独 自に発達 し,古












































































70 松 元 浩 一
のうえで庄倒 し,for一前置詞構文に迫る勢いを見せている｡ このことから初期近代英語で





いる｡ 動詞 charge,feed,fil,furnish,fit,possess,supplyは with一前置詞構文に多 く
見られるが,prouideはfor一前置詞構文に,presentは to一前置詞構文に,bestowは on-前

































例観察される｡ 二重目的語構文の初出例は (12a)に示す Shakespeare(1596)の例であ



















































節に述べる bestowと同様,最 も多い4つの形式に現れる｡OED (S.V.provide,V.5,8)
によると,二重目的語構文の初出例は1581年に 'prouidemeynkeandpaper,andI
wilwrite.-という例が示 されているが, (15a)に示す とお り,本調査ではTyndale
(1530)に多少早い例が兄い出される｡ with一前置詞構文の初出例はOEDには14ⅩⅩ年に
'Withhelpofher‥Soprudentlywithvertuhustoprouyde.-という例が見られる｡














C1470年 に with-前置詞構文 'AgayneWalaceheprewitin money press,With
Inglismensuppleitthaim athismycht.一に,1704年にto一前置詞構文 TNearerCare‥
suppliesSighstomyBreast,andSorrow tomyEyes.'に初出 している｡ 今 日では














creace.'という例が見 られる｡ 今 日では,現代英米語の文法書,語法書を見ても,二重目









語構文の初出例は (18a)に示す Chapman (1607)の例である｡ OED (S.V.charge,V.
13)には二重 目的語構文の例 は示 されていない｡ with一前置詞構文 はC1320年 に 'He
schargedhem withhismessage.■が初出する｡ 今 日では,現代英米語の文法書,語法
書を見ても,この意味で二重目的語構文に現れる例はほとんど見られないが,with-前置
詞構文には見られる｡

























重目的語構文の初出例は (20a)に示す Shakespeare(1588)の例である｡OED (S.V.be-
stow,V.6C)も同じ箇所を初出例 として挙げ,今 日では廃用であると述べている｡ with一





















い例 として,(21a)に示す Ford(1633)の例が見られるが,OED (S.V.fit,vl.ll)に
は二重目的語構文の例は全 く示されていない｡with一前置詞構文の初出例は (21b)に示


































bestow ON DOC WITH TO













































つことと無関係ではない｡爵位 を授けるなどの格式張った授与を表 した り (bestou),
hang,present),足 りないものや必要なものを与えて充足させる意味を表 したり (feed,
fil,fit,furnish,possess,provide,supply),身体全体に (鎧などを)着せることを表

























に多 く現れ,arm,hangを除 く7種の動詞 (charge,feed,fill,fit,furnish,possess,
supply)は with一前置詞構文に圧倒的に多 く見られる｡with一前置詞構文よりも二重日的
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